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第 3 に 本 書 が 示 す タ イ ト ル の “Unequal 




















たく議論されずに Unequal Thailand という本が出
版されてしまうところにある。タイにおける不平等





と Wealth だけでなく Power についても論じると
いった本書でさえ，無意識的にタイにおける不平等
の議論を（王室を除いた）タイ人間の不平等に議論
を限定することに，何ら説明も断りもいらない，と
いうところがタイの格差社会の根深さを示している。
もっとも，こうした微笑みのないタイの不平等な
側面は，研究者であれば薄々気づきながらも，研究
することをあきらめ，語るのを恐れるテーマである。
分析が不十分であったとしても，本書は今まで語ら
れてこなかったタイの最大の不都合な真実を真正面
から問うた本であり，新たな研究の道筋をつける本
である。本書の意図は，何よりも多くの研究者がタ
書　　　評
185
イの格差，不平等の実態，その源泉についての研究
を早急に進めてほしいと願ったからに違いない。現
在のタイ研究は極めて困難な時代にある。そのよう
な中にあっても，本書に感化され，タイについての
研究が貧困のみにではなく格差に，経済成長だけで
なく経済的不平等に，さらには政治的不平等から社
会的な不平等に至るまで関心をもつ読者が増え，研
究の射程を広げる研究者が増えることで，新しいタ
イの知的潮流を生み出すことにこそ，本書の最大の
意義が認められるであろう。
（九州大学大学院地球社会統合科学府准教授）
